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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞　

· 中村　松五郎様～抗生物質3日分継続処方・局所抗炎症薬処方となっています。

· 北山　和子様～１０月４日ハロマンス（５０）１Ａ実施の指示受けしています。

· 野月平　チエ様～点眼薬処方となっています。

· 前野　好美様～点眼薬処方となっています。

· 見付　キク様～利尿剤7日分継続処方となっています。

· 奥利　うめ様～利尿剤7日分継続処方となっています。

＜作業報告＞

・中森　みや子様～今週Dユニットへ移動していますが、トイレへこもりスタッフの声がけ要してい　　　　　　　ます。生活リズムを整える必要があります。日中は眠らないように声掛けしていきましょう。

・小山　正好様～先週より介護スタッフへドリルをお願いしています。計算ドリルのあとで音読のドリルを実施しています。本人様「自信がない」「音読はできない」と話していましたが、スタッフの「間違ってもいいからやってみよう」という声がけにはじめは拒否的でしたが実は音読ができることが分かりました。平仮名を追いながら音読できています。出来ていること評価していきましょう。

・松田　信夫様～状態変わらず独語・落ち着きのなさみられています。波のある患者様ですの　　　　　で精神状態観察していきましょう。

・三浦　一男様～立ち上がりの訓練・腕の筋力強化実施をやっていきたいと考えています。本日、本人様がトイレでの排尿希望し、車椅子からスタッフ数名で介助し手すりにつかまり、立位保持できています。ゆっくり方向転換することもスタッフ介助でできています。最近、立ち上がり多くみられていますので必ずスタッフ介助し転倒予防していきましょう。

・長根　矢一様～徘徊多く、時折放尿みられます。オムツに手を入れたり、トイレの蛇口の所に立っている時が排尿のサインですので見逃さずにトイレ誘導していきましょう。

＜江刺家課長より＞

· 藤田　金弘様～家族より入院時の搬送は病院で行ってほしいと希望あります。

1 付き添い料がかかること。

2 連れてくることはいいが当日もしくは翌日に手続きのため来院していただく必要があること。

3 面会にもきていない状態でしたので治療の協力ができなければ当院の対象とはならないこと。

　　　　　　　　　　　　以上を失礼のない様に、しかしはっきりと家族に伝えていきましょう。

· 青仁会まつりについて～

1 当日、出られない患者様にはスタッフが品物を買ってきて楽しんでもらう。

（例えばせんべい汁を鍋ごと持ってきて分けてもよい）　

②通帳引き落としになるので、家族へは「はまなす会だより」を5日に送付する予定ですので「250円程度イベントで使う為引き落とさせて頂きます」といった内容でお知らせしてはどうか。医事にも説明の用紙を用意してはどうか。

　　→諏訪さんが佐々木副主任へ伝えることとなる。

③当日、患者様を店に連れて行くことは病棟スタッフだけでは無理なので他部署の協力が必要。

※10月３日まで患者様へ食べ物・ゲームの希望をとることになっています。

＜栄養管理室より＞

経管栄養から経口摂取へ移行する患者様の食事の試食を行ってます。

（普通・きざみ・ミキサー・圧力等）

＜三上Dr．勉強会＞

　わが国は、いまだかつて世界中のどの国も体験したことのないスピードで高齢社会に突入しており、高齢者の医療も注目されてきている。

　９月19日の朝日新聞によると、全国の６５歳以上の高齢者が２５５６万人となり、初めて総人口の2割に達したことが「敬老の日」にちなんで総務省がまとめた15日現在の統計で分かった。欧米諸国と比べても、最も高い水準となっている国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、この割合は今後も伸び続け、１０年後には２６％に達する見込みという。

　同省の統計によると、総人口（１憶２７６５万人）に占める高齢者の割合は、２０．０％（前年１９．５％）で人口、比率ともに過去最高を更新した。

　男女別の内訳は、男性１０８１万人（男性全体の１７．４％）、女性は１４７５％（女性全体の２２．５％）となった。

　６５歳以上の人口は８５年に総人口の１割を突破。９０年以降はさらに急カーブを描いて増え続けている。　

　また、生産年齢人口（１５～６４歳）に対する高齢者の比率を示す老年人口指数は、３０．２。ほぼ３人に１人のお年寄りを支えている計算になる。

　高齢者の中で仕事についている人は０４年時点で４８０万人おり、就業割合は１９．４％米国の１３．９％、フランスの１．２％など欧米諸国より高い水準になっている。

主要国の高齢者の割合

日本２０．０％（０５年９月）

イタリア１９．２％（０４年１月）

ドイツ１８．０％（０３年１２月）

フランス１６．２％（０５年１月）

イギリス１６．０％（０３年６月）

